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          繰り返しブロック 
 
    バーカ符号 休止 バーカ符号 休止 バーカ符号 休止 バーカ符号 
     8波／ﾋﾞｯﾄ  16波  16 波／ﾋﾞｯﾄ  16波   38 波／ﾋﾞｯﾄ  16波  8波／ﾋﾞｯﾄ 
       ・バーカ符号：Ｎ＝１３の繰り返し 
    ・１ﾋﾞｯﾄ当たりの波数：８波／ﾋﾞｯﾄ、１６波／ﾋﾞｯﾄ、３２波／ﾋﾞｯﾄ 












               
                        









































ＡＮＣ主入力（Ｖrms）    ２．２ 
ＡＮＣ出力（Ｖrms）     ０．４ 
ノイズキャンセル量（ｄＢ）１４．８ 
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ＡＮＣ主入力（Ｖrms）    １．３ 
ＡＮＣ出力（Ｖrms）          ０．２ 
ノイズキャンセル量（ｄＢ）１５．４ 









































































































































































































































































































































































ＡＮＣ主入力（Ｖrms）    ３．１ 
ＡＮＣ出力（Ｖrms）     １．１ 
ノイズキャンセル量（ｄＢ）  ８．９ 



































ＡＮＣ主入力（Ｖrms）     １．４ 
ＡＮＣ出力（Ｖrms）     ０．３ 
ノイズキャンセル量（ｄＢ） １３．４ 





















  バンドパスフィ 実験深度 ノイズレベル     ノイズ   復調可能な受 
タの周波数帯域      ピーク値  実効値  キャンセル量 信信号レベル 
  （Ｈｚ）    （ｍ）  （Ｖp-p）  （Ｖrms）  （ｄＢ）    （μＶrms）  
BPF1           2270       810   170  15～16    21～19 
：20～40     3450    748   119    15～16    15～14 
   BPF2      2270    945   200    15～16    25～22 
   ：７～30   3450    485        75   13～16    12～9 
   BPF3       2270       700       150         5～9         59～38
      ：1～15        3450       414        56         4～7  25～18










































































BPF1    BPF２    BPF３ 
(20～40Hz) (７～30Hz)  (1～15Hz) 
バンドパスフィルタの種類 
BPF１ BPF２  BPF３ BPF３*)    ＊）３入力適応型ﾉｲｽﾞｷｬﾝｾﾗ 


































































  表５．６ 伝送実験データ 
伝送深度(m)   搬送        受信信号レベル   受信信号の SN比 
（地層の導電率  周波数  伝送信号   ノイズ 
   （Ｓ／ｍ））   （Hz） （mVp-p）   （μVrms）  （ｄB） 
３   ２９０    ２００    ５１ 
５   ３２０    ２００    ５２ 
８３０     １０   ２７０    ２００    ５１  
   （０．０８）   ２０   １９０    ２００    ４８ 
            ３０   １４０    ２００    ４５   
３    ６１    ２００    ３８ 
             ５    ４９    ２００    ４６  
   １２７５     １０    ３０    ２００    ３１ 
   （０．１３）   ２０    １３    ２００    ２４ 
            ３０     ５    ２００    １６  
３３３０      3      ?０．２  ?１２６      ?－３  












   
              ＊１）受信信号レベル：約２００μＶp-p 
図５．１８ 受信信号とノイズキャンセル効果（深度：3330ｍ搬送周波数：３Hz） 
     














































































  表５．７ 受信信号のノイズキャンセル効果と復調結果 
             ＊）：（ビットエラーレート）＝１００－（ビットの認識率）％ 
  深度  ビット波長 ノイズキャンセラ(ＡＮＣ)あり ノイズキャンセラ(ＡＮＣ)なし 
  （ｍ） （波／ﾋﾞｯﾄ） 受信信号の 同期検出時の     受信信号の  同期検出時の 
            SN比(dB) ﾋﾞｯﾄｴﾗｰﾚｰﾄ(％)＊ SN比(dＢ)  ﾋﾞｯﾄｴﾗｰﾚｰﾄ(％)＊  
830        8          ―   ―       60           0.0(100/100) 
～      16          ―     ―           ～       0.0(100/100) 
  1275    32          ―       ―            300. (100/100) 
               8         －3  0.6(2/329)                     20(18/88)
  3330      16           ～      0.0(0/136)        －12     9.7(6/62) 
          32            －4  0.0(0/36)            4.2(1/24) 
 




































 送信深度 搬送周波数 ﾋﾞｯﾄの波数  受信信号の   最大ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ  ﾋﾞｯﾄの認識率 
 （ｍ）  （Ｈｚ）  (波／ﾋﾞｯﾄ)   SN 比（dB） （ﾋﾞｯﾄ／秒）  （％） 
 ８３０   ３～３０   ８   ６３～５７   ３．７５    １００ 
１２７５  ３～３０   ８   ５０～２８   ３．７５    １００ 
３３３０  ３      ８   －３～－４   ０．３７       ９９.５ 
１６           ０．１８       １００ 
 
 
 
５．３ 掘削伝送実験 
５．３．１ 目的 
本検証実験では、実際に掘削しながら坑底環境データを伝送し、５．２節で行った電磁
波の伝送特性および信号処理性能を評価する。本実験は「基礎試錐・新竹野町」で実施し
た。 
 
５．３．２ 実験機器 
坑底機器は図４．６に示す編成で、地上機器は図４．５および図４．１１に示す構成で
ある。掘削現場での受信アンテナ、ノイズ参照信号検出器（ＰＣＴ）および地電流検出用
アンテナの配置を図５．２０に示す。受信アンテナの電極間距離は約８８ｍである。地電
流検出用アンテナの電極間距離は約１７６ｍである。 
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図５．２０ 掘削フィールドでの機器の配置 
受信ｱﾝﾃﾅ(Ｎ極) 
地電流ｱﾝﾃﾅ(P極) 
掘削井 
受信ｱﾝﾃﾅ(P極) 
ﾉｲｽﾞ参照信号検出器(PCT) 
 
地電流検出ｱﾝﾃﾅ(N極) 
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